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応募作品をみると、熱中症は命に関わる病気で、誰もが起こす可能性が

あること、暑さだけが原因でないこと、家の中でも注意しなければならな

いこと、水分や塩分の補給などで予防できることを理解して、標語の中に

知識や気持ちが込められているものが多くみられました。小学生の方が本

当に熱中症のことを良く知っていることが伺われます。私たち大人も、こ

の標語を心に留め、熱中症にならないように気を付けましょう！

防止隊だより

令和 6 年 9 月号

特集 1 ︓熱 中症対 策標語 コン テスト の地 球温暖 化防 止隊賞 の結 果紹介

６月２４日から７月５日の間、岡崎市と大塚製薬株式会社との共催で「熱中症対策標語

コンテスト」が、市内の小学 3～6 年生を募集対象にして開催されました。

私たち岡崎市地球温暖化防止隊は、㈱ドミー、イオンモール岡崎、イオンリテール㈱東

海カンパニー、ウエルシア薬局㈱、㈱ファミリーマートといった誰にも知られた企業さん

とともに協力団体となり、さらには思い切って【地球温暖化防止隊賞】を提供しました。

５７３作品もの応募があり、厳正な審査の結果３作品を地球温暖化防止隊賞に決定！

市長賞と一緒に、受賞作品とその作者のみなさんをご紹介します。

市長賞

地球温暖化防止隊賞

特集 1：熱中症対策標語コンテストの結果紹介

特集 2：額田木の駅プロジェクト支援事業報告

イベント紹介：MMB！岡崎｜鍋布団でエコを目

指そう♪

岡崎市と大塚製薬の共催の熱中症対策標語コンテスト
地球温暖化防止隊賞が決定しました︕

こまめな水分 命を守る 第一歩

（岡崎市立男川小学校６年 大平 莉々さん）

熱中症対策標語

※ほかに、レッサーくん賞、まめ吉賞、エコマンダー賞、大塚製薬賞があります。

「水分とった？」の声かけは ぼくにもできる 熱中しょう対さく

（岡崎市立梅園小学校４年 島 慶樹さん）

暑くなくても水分補給 家の中でも水分補給

（岡崎市立梅園小学校５年 疋田 健さん）

のどかわいてなくても わすれないでね 水分補給

（岡崎市立六ツ美南部小学校５年 竹田 紗彩さん）
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特 集 2 ︓ 2 0 2 3 年 度 額 田 木 の 駅 プ ロ ジ ェ ク ト 支 援 事 業 の 結 果 報 告

森林の再生と地域経済の活性化に貢献するプロジェクト

「額田木の駅プロジェクト」は、岡崎市内の人工林の間伐を促進するための取り組みで

す。戦後に植えられた多くの人工林は木材価格の下落に伴って放置され、環境が荒廃し土

砂災害の一因にもなっています。そのため人工林の間伐は喫緊の課題です。

弱った木や曲がった木、傷んだ木から優先的に伐採しますが、こうした木からとれる丸

太はＣ材と呼ばれる品質の低い丸太が多く、製材品には使えません。通常、Ｃ材は製紙や

発電用のチップとして流通しています。市場での買い取り価格は１ｔ当たり 3,000 円程

度と非常に安く、ほとんどボランティア作業になってしまいます。

そこで木の駅プロジェクトでは、市内 8 か所に伐り出した材を置く木の駅を整備。岡崎

市からの補助金等を活用し、Ｃ材の価格に上乗せをして１ｔあたり約 6,000 円で買い取

ります。さらに木の駅で丸太を買い取る際には、額田地域内の商店のみで使える地域通貨

「森の健康券」で支払います。森林の再生だけではなく地域経済の活性化にも貢献しよう

という、一石二鳥の取り組みなのです。

額田の森林は二酸化炭素の吸収源だけでなく、岡崎市の水道水の約半分を賄う水源とし

ても重要であり、健康な状態に保ちたいものです。私たち防止隊は、地元岡崎額田地区の

森林を手入れしてくれるプロジェクトの支援を通じて、社会と自然の適切な関わりを築き、

二酸化炭素の吸収量を上げ、排出量を削減していくことを目指しています。

昨年度の額⽥⽊の駅プロジェクト⽀援事業の報告
実⾏委員⻑よりお礼の⾔葉をいただきました

木の駅に出荷された間伐材
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額田木の駅プロジェクトへのご支援ありがとうございました

令和６年６月

額田木の駅プロジェクト実行委員会 実行委員長 平木教男

額田木の駅プロジェクトへの継続したご支援、ありがとうございます。岡崎市内の人工林

の間伐と木材の活用を促進する額田木の駅プロジェクトは今年度で 10 年目を迎えました。

これまでにのべ 9000t を超える間伐材が出荷されました。これも多くの方のご支援、ご

協力の賜物と感謝しております。

通常の流通では割に合わないため林内に放置されてしまうような間伐材を、金額を上乗せ

して地域通貨で買い取るという「木の駅」という仕組みはもともと岐阜で生まれたもので、

全国 80 か所以上で行われているそうです。その中でも額田木の駅プロジェクトはトップ

クラスの出荷量を保ちながら継続してきており、昨年度も県外から視察があるほどその取

り組みは注目されています。

このたび岡崎市地球温暖化防止隊からご支援いただいた予算は間伐材の買取に伴う上乗せ

の財源として活用させていただいており、当初岡崎市からいただいた予算に加えてさらに

100t 分も多くの丸太を買い取ることができました。買い取られた木材は製紙用パルプの

ほかバイオマス発電、薪の原料として活用されており、化石燃料を代替することでカーボ

ンニュートラルの推進にも寄与しています。また森の手入れが進むことで木々の成長が促

進され、炭素の吸収・固定も盛んに行われることが期待されます。

引き続き木の駅プロジェクトを通じて森林環境を保全し持続可能な地域社会の実現に推進

して参りたいと思いますので、今後ともご理解とご支援のほどよろしくお願いいたします。

連絡先：額田木の駅プロジェクト実行委員会 事務局 唐澤晋平

090-2982-8771 http://nukatakinoeki.blogspot.com/

森林の他にも水や空気、土、食べ物など、私たちの暮らしに絶対に欠かせないものはた

くさんあります。あまりにありふれているため、その重要性がつい分からなくなってしま

うこともあるでしょう。身近な自然と関わり合いながら学び、その成り立ちを実感するこ

とは、地球温暖化防止はもちろん、生態系保全や社会教育においても大切な取り組みです。

ある意味では地球温暖化のような環境問題は、自然の重要性を誰もが理解できる「きっ

かけ」ともいえるでしょう。しかし私たちの暮らしを支えるものが地球レベルで危うくな

っていることは途方もない問題で、時には考えることさえ辛くなってしまいかねません。

だからこそまずは、身近な岡崎市のレベルでアクションを起こすことが大切です。地域

ごとの成果と課題を共有、改善を図ることが、ひいては世界の他の地域ともつながる基に

なるでしょう。これも私たち防止隊が、額田木の駅プロジェクトを支援する意義の一つと

いえます。額田木の駅プロジェクトと連携を深め、学びの機会も提供したいと思います。
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【共通申込方法】

電話またははがき、Eメール(ondankataisaku@city.okazaki.lg.jp)に参加者全員の①郵便番号②住所③⽒名(ふり

がな)④電話番号を記入し事務局まで。Eメールの場合は件名を「MMB︕申込」または「鍋布団申込」とすること。

申込締切りはMMB︕は 9 月 24 日(火)、鍋布団は9月 30 日（月）必着。

おしらせ①：岡崎市地球温暖化防止隊、今後のイベント開催予定スケジュール☀

イベント名 日程 内容 実施部会

MMB︕岡崎「路線バス

を利⽤した⾥⼭散策」

10 月 6日

（日）

8︓20

〜

11︓40

東岡崎か中央総合公園バス停に集合して、中央総合公園の自然観

察の⾥を経て⼩美観⾳までの⾥⼭を歩きます。⾏程約３キロで、

解散場所は小美観音前バス停です。詳しくは、下記イベント紹介

で（市政だより 9月 1日号に掲載予定）。

交通委員会

鍋布団でエコを目指そ

う♪

10月21日

(月)

保温効果のある鍋布団を作成し、エコな調理を⽬指します。詳し

くは、下記イベント紹介で（市政だより 9月 1日号に掲載予定）。

さくら委員

会

再発⾒︕

環境フォトコンテスト

2024

９月 30日

(月)

まで

募集中

岡崎市内の「緑」や「水辺」などの自然を題材とし、将来に残し

たい「いいところ」や今すぐ改善したい「わるいところ」の写真

作品を募集しています。優秀作品には、賞状とＱＵＯカードを贈

呈予定です。奮ってご応募ください（応募の詳細は右の市役所ウ

ェブサイトからご覧ください）。

自然委員会

＊申込方法など詳しい情報は、市政だよりもしくは岡崎市地球温暖化防止隊事務局までご連絡を♪

おしらせ②：岡崎市地球温暖化防止隊、各種会議開催予定日

役員会︓代表・副代表・部会⻑・会計・監事・アドバイザー

日付 時間 開催場所

9月 12日（木） 19 時〜21時 ZOOMオンライン開催

部会・委員会

部会名・委員会名 日付 時間 開催場所

交通委員会 9月 9日（月） 19時半より開催 図書館交流プラザりぶら

広報部会 9月 12日（木） 19時より開催 ZOOMオンライン開催

自然委員会 9月 12日（木） 19時より開催 ZOOMオンライン開催

岡崎市地球温暖化防止隊事務局

【岡崎市環境部ゼロカーボンシティ推進課内】

TEL︓0564-23-6786 FAX︓0564-23-6536

Eメール ondankataisaku@city.okazaki.lg.jp

2024 年 8⽉発⾏

イベント紹介 〜MMB︕岡崎〜 〜鍋布団でエコを⽬指そう♪〜

「MMB（皆、もっと、バスに乗ろう）︕岡崎」は移

動手段として自家用⾞を使わずに路線バスに乗ることで、

温室効果ガスの排出を減らす取り組みです。今回は自然

観察の⾥から小美観音まで歩く⾥⼭散策と組み合わせて、

路線バスを使った秋の地域観光＆自然体験イベントにし

ました。

【日時】10月 6日 (日) 8時 20分〜11時 40分

【定員】15人（抽選）

【費用】990円（バス運賃代、東岡崎から参加の場合）

※⾏程には上り坂や⼭間路があります

鍋布団は、余熱調理や保温、加熱時間の短縮などが期待

できる道具です。加熱時間の削減は、ガスや電気の使⽤量

と光熱費の削減につながります。こうした⽇常⽣活の⾒直

しと積み重ねが地球温暖化防止になるのです。このイベン

トでは、鍋布団づくりに挑戦していただきます。

【日時】10 月 21 日(月) 13 時 10 分〜16時

【場所】岡崎市⻯美丘会館 301号室

【定員】18 歳以上の方で10人

【費用】500 円


